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主体的に学ぶ 住居学習の工夫 
一 コンピュータを 活用した住空間の 計画一 

（ 

[ 要 約 ] 

本研究は，技術・ 家庭科の「住居」において ，コンビュー タ を活用し「住空間の 計画」を学習するもの 

であ る。 コンピュータの 描画ソフトは・データを 簡単に「加えたⅤ ) 」「消したり」「変更」できる。 その機能 

を 利用し生徒は 住みたい住居を 選び、 そこに置きたり 家具を思いどおりに 配置しながら ，住空間を計画し 

た 。 教材とコンビュー タ の活用法を工夫することにより、 生徒の意欲を 喚起し主体的な 学習が行なえる ょ 

う にした。 その結果，住空間の 計画においてコンピュータが「関心・ 意欲を高める 道具」「吾君力の 向上を 

助ける道具」「表現力の 向 L を助ける道具」として 有効であ り，生徒が主体的に 学ぶことができた。   口 技術・家庭口住空間の 計画 口 主体的学習ロコンピュータ 活 m  口 教材の工夫 

1  テーマ設定理由 そこで，コンビュー タ を活用することにより ， 生 

今日の社会はめざましく 発展し。   情報化・国際化 徒 が意欲を持って 主体的に学習する 授業が展開でき 

にもますます 拍車がかかっている。 このようなこと ないかと考えた。 

が 社会の在り方・ 人間のものの 考え方，生き 方にも コシピュータ 活用の利点は ， ①図形や文字を 簡単 

影響し・その 結果．子どもを 取りまく学校・ 家庭， に 描いたり消したり 出来る②部品化した 家具を呼び 

地域においてもいろいろな 問題が生じている。 学習 出すことに よ り，家具の配置が 容易に出来る③ブリ 

  

指導要領は。 激動する社会の 中で生 - きて い く力を育 

むために「白ら 学ぶ意欲と社会の 変化に主体的に 対 

応できる能力」の 育成を図ることを 求めている。 そ 

こで，「主体的に 学ぶ意欲」を 技術・家庭科の 住居 

領域の中でどのように 育てるか考えてみた。 

「住居」の目標は。 住空間の計画や 室内環境と設 

備に関する学習を 通して，快適な 住まい方を理解し 

活用する能力を 養 う ことにあ る。 現代社会において 

は，人々の住まいに 対する要求も 多様化しており ， 

より豊かな生活を 実現していくためには 任意識の向 

上が必要であ る。 また・住居は。 家庭生活を営む 基 

盤であ ることからも．住居教育は 重要と考える。 

ところが，実際の 住居の授業では ，教材が具体性， 

発展性に欠け ，教室の中で 扱いにくく。 教師の一方 

的な講義になりがちであ った。 また， 「住空間のき H- 

両 」の授業において ，生徒は計画までは 好んでやる 

が，それを平面図に 描いたり，模型を 作る段階にな 

ると技術的な 面が課題となって ，作品を完成するこ 

とができず．完成した 喜びを味わうことが 困難であ っ 

た。 これまでの「住居」の 授業は，教師主導型で 生 

徒に成就感を 味わわせられないものであ った。 

  

ンタ一で印刷することにょり ，製図の苦手な 生徒で 

も頭の中の構想が 簡単に平面図に 出来る①完成の 喜 

びを味わうことができる⑤教室内 LAN の画像転送 

機能を利用し 計画途中の生徒の 平面を情報交換し 

たり。 完成した生徒の 作品を全体に 発表することが 

容易に出来ることであ る。 

授業では，事前に 調査した結果をもとに 生徒の興 

味 あ る住居を作成し ，コンビュー タ に入力した。 そ 

の中から生徒に 住みたい住居を 選択、 させた。 また・ 

生徒 4 人のバルーブを 一家族と設定し ，家族で話し 

合いながら作業を 進めさせる。 そして，今までの 授 

業で学習したことを 生かしコシピュー タ で試行 錯 

課 しながら・家具を 配置し自分達が 住みたい快適 

な住居を完成させる。 完成した住居の 平面図は，教 

室内 LAN を通して全体に 発表し．全員で 質疑 し評 

価する。 作品の完成は 生徒が主体となって 行 い ・教 

師の活動は助言にとどめる。 

この ょう な授業を展開すれば・ 生徒が意欲を 持っ 

て主体 抑 ・ こ 取り組む学習ができるであ ろうと考え． 

本 テーマを設定した。 

1 一 アア 

    



Ⅱ 研究の目標 
生徒が「住空間の 計画」を主体的に 学ぶため @. ニ ， 

コンビュー タ を活用した指導計画，指導資料を 作成 

する。 

Ⅲ 研究仮説 

1  基本仮説 

「住空間の計画」において ，コンビュー タ を活 

用することにより ，生徒が主体的に 課題を解決す る 学習が行われるであ ろ 、つ 

2  作業仮説 

仮説 1  生徒が住みたい 住居を選び・ 置きたり 家 

具を配置できるような 教材を開発し「住 

空間の計画」を 扱えば，課題を 自分のもの 

としてとらえ ，意欲的に取り 組むであ ろう。 

仮説 2  「住空間の計画」を 行 う 過程の中に。 考 

え，判断する 場を多く設定すれば ，生徒が 

主 ・性的に取り 組む課題解決学習が 行われる 

であ ろう， 

仮説 3  コンピュータを 使い簡単な操作で「佳生 

間の計画」ができる よう にすれば，図面を 

描くす m 術 的な課題が解決されるであ ろう。 

仮説 4  各自の設計した 住居の平面図がプリンタ 一 

できれいに印刷できれば ，作品口を完成した 

喜びを味わうことができるだろう。 

Ⅳ 研究内容と方法 

]  主体的に学ぶための 学習指導 

主体的に学ぶとは ，自主的に意欲を 持って学習 

L こ 取り組む態度，能力であ る。 主体的に学ぶ よう 

にするには，まず ，生徒 力 興味を持つ よ うに動機 

を 与え学習意欲を 起こすことであ る。 さらに，学 

習 過程で学ぶこ との楽しさや 達成の喜びを 体得さ 

せて成功感を 味わわせることに 2 り・学習の目標 

追求に向かわせることが - 人切であ る。 また・生徒 

が学習意欲を 起こし学ぶ楽しさや 成就感を味わ 

  

える教材教具の 工夫も ノ ・要であ る。 

(1l 学習意欲を高める 授業 

並 こ 徒の学習意欲を 高める授業には 次のような 

ものがあ る。 

①おもしろい 授業 

②知的好奇心を 鼓舞する授業 

③探求型の授業 

㈱主体的に取り 組む教材・教具 

生徒 力 ㍉受業に主体的に 取り組むには ，生徒の 

側にたった教材を 選択する 必 、 要があ る 

① 子 ともの興味・ 関山、 をとらえた教材，教具 

②子どもの口持生活や 学校・地域の 実態に即 

した教材・教具     

③課題解決学習を 取り入れた教材・ 教具 

④ 他 教科。 領域との関連を 図った教材・ 教具 

⑤ 視聴覚教材の 活用 

2  主体的な学習の 手段としてのコンピュータ 

利用 

生徒が主体的な 学習を行 う ためのコンビュー タ 

利用の手段には 次のようなものがあ る。 

(1) 発見の手段 

②   思考の手段 

㈹ 伝達の手段 

(4) 表現の手段 

㈲発表の手段 

㈹ 処理の手段 

け ) 創造の手段 

(8 Ⅰ 整理の手段 

(9) コミュニケーシコンの 手段 

3  「住居」学習へのコンピュータ 利用 

Ⅲ 教材開発のねら ぃ 

① 技術的課題を 解決する 

従来の住居の 授業は・生徒が 平面図を描 い 

て住 計画を行 う ため，描く技術が 伴わず授業 

の目標に到達しにくい 面があ った。 コンビュー 

タ の活用に よ り描く技術を 補 い ・生徒が自由 

な 発想で主体的に 取り組めるように 工夫する。 

  

ア 8 一 2 一 
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  Ⅴ 授業実践 

]  領域 名 「住居」 

2  領域の目標 
住空間の計画及び 室内環境と設備に 関する学習 

を通して，快適な 住まい方について 理解させ， 佳 

空間を適切に 活用する能力を 養う。 

3  令 真土或 は ついて 

住まいは、 人を自然から 身を守り。 心身の疲れ 

をとり・子どもを 育てる基盤であ るという重要な 

役割を持っている。 住まいのあ り方がそこに 住む 

家族の生活に 与える影響は 大きく，生活様式やく 

らし方にも反映される。 住居の学習は。 そうした 

背景から快適な 住まい方を理解させ・ 住空間をそ 

れぞれの家族構成やくらし 方に応じて適切に 活用 

できることにあ る。 

4  指導計画 (20 時間 ) 
(1) 家族の生活と 住まい 

① いろいろな住まいを 知ろう 一   0 ． 5 時間 
( 四 気候風土・丈ィ ヒと 住まい 

の 関係を考・えてみよう 0,5 日 ギ @W 

( 目 住空間と住まい 方を考えよう 一 3 時間 
(4) 家族にふさわしい 住まいとは 

どのようなものだろうか --- 3 時間 

5  本時の授業 

Ⅲ題材 名 「快適な住まいを 計画しよう」 

㈲題材の目標 

住まいの役割や 家族の生活に   必要な部屋や 家 

具の配置及び 設備，家族みんなで 使 う 空間と他 

0 部屋とのつながり・ 採光や通風， 虹駄 のな い 

動線を考慮して・ 家族が住みやすい 住空間の計 

画 をたてることができる。 

(3) 題材について 

前時 では，家族のくらしを 支える住まいの 役 

割や家族のくらしに 対する考え方による 住まい 

の相違や家族の 生活に必要な 部屋や家具の 配置 

及び設備，家族皆んなで 使う空間と他の 部屋と 

0 つ ながり・採光や 通風， か だのな い 動線につ 

いて学習した。 本題材ではこれらの 内容を総括 

させ。 家族が住みやすい   快適な住空間を 計画さ 

せる。 

(4) 生徒の実態 

対象の生徒は ，自分の将来について 考え始め 

ている中学姉年生女子であ る。 一 学期に「保育」 

を学習しており ，子どもを育てる 親の立場につ 

いても意識をもち 始め，将来の 自分の家庭の 姿   

を 漠然と・ 已ぃ 描いている。 ここで家庭生活の 基 

盤であ る「住居」を 学習することは 時期的に適 

合すると り える。 

Ⅰ ㈲快適な住まいを 計画しょう 一 8 時間 @ 
① 自分の住まいを 探そう                                                     (1) 
② 家具を置こ う                                                                                         (5) ） ③ 平面図を作ろう （ 1 

④ 私の住まいを 発表しょう                                           (1)   

生徒の住んでいる 住宅についてのアンケートの 

結果から 

Itt@fS@I 
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(6) 安全で健康な 住まい 一 2 時間 

① 住まいの安全を 考えよう 

② 健康に住まうためにはどうしたら よい だろう 

(7) 環境と住まい 22 時間 

① 環境保全と住まい 方を考えよう 

② 環境保全のため @. こ 

① 満足している                                                                         14% 

② さしあ たり困っていない                               32% 

③ 困っている                                                                                           38% 

① 何とかしなければならない                             15% 一 
① 面積が狭 い 

(8) よりよしⅡ宝生活をめざして   Ⅰ時間 
① 豊かな住生活を 考えよう 

② 豊かな住生活のために 何ができるだろうか 

一 5 一 

  

② mx 細部が少なく 片 づかな い 

③部屋に置いている ぺ ットカサ場所を 占領している 

④ 窓の位置にタンスがあ るので日光が 入らない 

⑤ 家具が多いので 部屋が狭く感じる 

んⅠ 

  



⑥家具の置き 方が悪くて通りにくい 

の 弟 と一緒の部屋なので 落ちっかなり 

⑧机の位置 力湘 いところにあ る 

生徒が住んでみたい 家 

①緑に囲まれた 自然の中に建っ 木造の家 

②海に近く見晴らしのよい 庭 付き一戸建ての 家 

③都会で交通の 便がよくデパートに 近い家 

④ 高級マンション 

⑤都市近郊で 周囲に緑もあ って べ ランダから 海 

が 見える 家 

この結果から ，生徒は現在住んで い る住居にいろ 

いろな課題をかかえている。 しかし・住まいに 対し 

て， いろいろな夢を 描いている。 

(5) 指導 観 
このような実態をふまえて ，生徒に家族のくら 

(6) 「住空間の計画」学習の 流れ 

しを支える住まいの 重要性を説き ，現在及び将来 

にわたって住まいを 見つめることや ，問題点に気 

づかせ「どういう 住居に」「どのように 住めば ょ 

いか」を理解させ ，実践できるように 指導するこ 

とが大切であ る。 

そのために，①生徒の 側にたった教材教具を エ 

失 すること。 ②生徒が考え ，判断する場を 設定す 

ること。 ③計画したものは 作品として完成させる 

こと。 ④計画終了後に 発表の場を設定し 他と 比較 

すること。 に配慮し生徒の 意欲を高め・ 主体的 

に「住空間の 計画」を学び ，成就感を味わわせ ， 

住まいについての 知識を深めた い 。 また。 家族の 

くらし方の相違で 住空間 付 変わることや 工夫次第 

で快適な住空間になることに 気づかせたい。 さら 

に，現在及び 将来にわたって 住生活向上のための モ " 

能力や実践的な 態度を育てた い 。 
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2
 
4
 

.
 

 
 
 
 

  
  ひとっの班を ，ひと家族として 計画する 

家族を決める 
  家族は， 4 人家族 

父親，母親。 長女 (14 歳 ), 長男 (n1 歳 ) 

Ⅰ 

  班の中で家族の 役を決める Ⅰ 
環境条件」から 住居の特徴を っ かむ 

  掲示 物 「住居周辺環境 図 」 や ワークシート「住居の 
住みたい住居 

を 決める 
  生徒が住みたい 住居を選ぶ 

｜   家具の配置は ， 人の動き ( 動線 ) を考えて使 い やす 

間取りの条件 
いように置くこと 
  採光や風通しを 考えて，家具を 置くこと 

を 矢口 る   子供の寝室は 性別にすること 

1 

  食事をする部屋と 就寝の部屋を 分けること 

    四人家族に必要な 部屋 
部屋を決める 台所 食事 室 子ィ 妃は尾 

居間 夫婦寝室 その他 

丁 

家具を配置す   家具一覧表 ( ワークシート ) がら家具を選ぶ。 

る   コンピュータを 操作し家具を 配置する。 

  家具を酉 己直 した平面図をプリンタ 一で印刷する。 
平面図を作る 

  「私たちの住まい」の 出来上かり 

計画した作品   教室 LAN で 各班に 図像転送しながら 発表する「二コ 
を 発表する   各 班の発表を聞いて 各自に評価させる。 
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（
 

目
 

(7) 学習計画 ① 第 1 . 2 時 

⑨口分の住まいを 探そ う ⑨家具を置こ う   活 動 コンビュー タ の操作 教師の援助・ 指導・助言教材教具資料 

            グループの中で 家族 コンピュータを 立ち上げる 

差込み・スイッチを 入れる 
る 

  住居 A, 住居 B, 住 住居周辺 環 
居 C の環境条件を 説 境図 

その中から自分達の 住 明 する 住居の環境 

る 居を選ぶ 条ャ牛 

  間取りの条件を 知る   どれかキ ー を押す 

( 間取りの条件 )   
  平面図の開口部を 指 

  f. 5 ファイル 摘 し日の入り方， 風 
メニューを開き 全画面 読 

0 通り方を説明する 

  込から住居画面を 出す   家族が集まりそうな 
屋 t) 方を矢口 る ( 住居平面図 ) 部屋を予想、 させる 

  フライバ 、 ン一 が守れ   そうな部屋を 予想、 さ 
せる   

る う な部屋を予想する   家族の立場によって 
住居に対する 考え方 

  必要な部屋を 配置する 
が 違 う ことを気づか 

せる 

  

2   衆兵・を配置する 回 
台所へ必要な 家具を ・ f. 5 ファイル ワーク、 ン一ト Ⅰ 
配置する メニューを開き ， 部分 家具一覧表 

読 込から家具を 出す 

配置した家具の 移動   家具の移動， 配置 変 

  f, 2  編集 更 きさせる 

メニューを開き ， 図升牽 
移動で移動する 

配置した家具を 取り消す   家具の線が消えて ぃ 

  f. 2  編集 る 場合は各自で f . l 

メニューを開き ， 範囲 図形を使って 線を加 
消去で家具を 囲っで消す えさせる 

各 班の計画案を 保存する 

  f . 5  フアイ ソレ 

る 
メ を ト 開 き 全両面 ; 
登録をクリックし ， 登 

録 名を書き込む 

コンピュータを 終了する 

  f. Ⅲ終了をクリックする 
  

 
 

 
  
 

 
 

8
3
 



学習計画 ②第 3 . 4 時 
⑥ 家具を置こ う 

  コンピュータの 操作 教師の援助・ 指導・助言教材教具 資 ・ 料 

  前 時の確認。 っ づき コンピュータを 立ち上げる 

  フロッピ ーを ドライブ 入 
ワーク、 ン一ト 1 

れ ，スイッチを 人才Ⅰ る 家具一覧表 

  家具を配置する ㍼ ヨ 
台所へ必要な 家具を 
配置する 神 % ヨ 

  f. 5 ファイル   部屋の広さと 家具の 

  人の動き ( 動線 ) を メニューを開き。 部分 大きさの ハ ランスに 
考えて配置する 

  

読 込から家具を 出す 気 づかせる 

3 
  家具の向きがあ るこ 

  食寝 分離について 知 @ 匝直 t た 家具の移動   とを気づかせる 

る 
  f. 2  編集 

メニューを開き ，図形 ・良い配置をしてる 班 
移動で移動する 

づ   

配置した家具を 取り消す 気をつけ 6 点や家族 

  f. 2  編集 との関わり， 動線に 
メニューを開き・ 範囲 ついて指摘する 

消去で家具を 囲って 消 
す 

  家具の移動， 配置 変 
更 きさせる   一   ワークシート 以外の 

家具を置きたり 班は ， 

  f. l を使って独自の 

置 ・夫婦寝室， 子ども部 具の線を入れる   

屋 に必要な家具を 配 
匿 する 

す ・ 食寝 分離について 知 レ 

る 

  良 い 班の例を画像 転 

る 家具を置きすぎると 狭くなり住む 環境が ・ 速 して見せ，家具の 

4 悪くなることを 矢口 る 選び方や置き 方を考 
えさせる 

  家族の立場によって 
住む空間に対する 要 
求が違ってくること 
に 気づかせる 

@   班の計画案 輌 
  f. 5  ファイル 

メニューを開き ， 企画 

面 登録をクリックし   

登録名に再登録する 
  

コンピュータを 終了する 

  f,l0 終了をクリックする 

84 
一 8 一 



酵 ， 習 計画 ③第 5 . 6 時   
⑥家具を置こ う 

  

動 学内時間 容 習 学 コ 習 活         
二 "" セ 

  
  

  
    

        ，ノートⅡ 

  

  @  入れ，スイッチを 入れる 
  

  

  

  
  

  

  

  

      

    就寝分離・ 食寝 分離   
ほ ついて知る 庇面玉菊 姦移可 

  

  
  f, .2  編集 

ナ   家具を置きすぎると メニューを開き ， 

狭くな。 ) 住む環境が 移動で移動する           
に 気づかせる す 

    

    酉己   

  

  
  

  
（ 

  

  

る 

6 

        ・計画の仕上・ げ   
  

    

メニューを開き。 全画 

  

  
面 登録をクリックし・ 

  

登録名に再登録する 

  

  Ⅰ 捧め 
  f.l(@ キ冬Ⅰをクリックする 

一 9 一 
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学習計画 C    第 7 . 8 時 

づ
 

ト
 
"
"
 

 
 
止
ゲ
 

。
 
ハ
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6  授業の結果と 考察 

(l) 生徒の作品 ロと 考察 

一
 

F
 
2
 

住居 B  lF 

ド
ヒ
 

Ⅰ
 

① 住居を選んだ 理由 

生徒は住居 A. B. C の外観 図 ，周辺環境の 

写真や生活条件から ，それぞれの 住居の特徴 

をよ く理解し・その 利便性や周辺環境等を 考 

慮して自分の 住みたい住居を 選択している。 

そのことは，生徒に 自分の生活をイメージさ 

せ・これからの 学習活動の動機づけとなり・ 主 

件目りな課題追求につながった。 

 
 
メ
し
 

酉
 
の
 

 
 

②
 
ア
 家族がそこでくつろいでいる 様子を描き 

ながら，配置の 理由に「家族が 集まりやす 

い部屋」「広くて ，明るく風通しのよい 部屋」 

「食後の団らんを 考え・食事 室 に近い部屋」 

を 選んでおり・ 居間の役割をよく 理解して， 

配置している。 各々が家族のくっ ろい で い 

る様子を描いて 取り組んでいた。 

ィ 子ども部屋 

各住居のつくりが 異なるため，間取りの 

取り方や子ども 部屋の使い方にいろいろな 

意見がでた。 主な配置理由には「就寝する 

ため，一人になるため ( ブラ イバシ 一の保 

護 ) . 勉強をするため・ 子供同志で 楽 @, むた 

め」であ り， 概メ a, 子ども部屋の 役割を理 

解して配置している。 生徒は実際の 生活と 

対比して理想の 子供部屋をイメージして 計 

画している。 

ハ 

2F ③ 家具の配置 

ア 調理台 

全ての班が，作業のしやすさ ( 動線 ) や 

換気，採光，使 い やすさ，を意識して 工夫 

されている。 台所の調理台は ， そこで 火や 

水 ・食品を扱い。 調理 ( 作業 ) をするとい 

う目的をよく 理解している ， 
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7  食事デーブル 

全ての班が動線を 考慮し，台所の 近く 

にテーブルを 配置しており ，作業能率のよ 

い 配置について 理解している。 

また・なかには 九 テーブルにして 家族が 

楽しく食事が 出来るようにした 班や テーブ 

ルを調理台に 付けて。 調理している 人と話 

ができるようにした 班があ った。 食事のあ 

。 ) 方や家族とのふれ 合いを大切にするなど 

より良い家族関係まで 発展している 班もあ っ 

た   

工夫した内容では「動線」について「 採 

光や風通し「 食寝 分離」・「性別就寝」を 理 

解したといえる。 また「家族との っ ながり 

がとれる よう に」「広く使えるよ う に」「生 

活しやいように」「勉強しやすいように」 

「自然を取り 入 iL るように」は ，より良く生 

活するために「住空間の 計画」を学習した 

ことにな ャ ). 授業のねらい ( 住居の目標 ) 

が達成された。 さらに，設定された 家具だ 

けでなく・各自が ノ、 要な家具や池，ブール 

等を作図し配置するなど 学習が発展した。 

コンビュータ 操作に よ る表現する技能が 育 

ち，創意工夫が 見られる。 

Ⅰ " 干 "9. 3' マニ Ⅰ 珪ノ巾 
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(2 Ⅰ事前事後調査と 考察 

  ① 作業仮説 1 

十徳自身が住んでみたい 住居を選び ， 置きたり家具が 配置できる よう に設定して「住空間の 計画」を 扱 

えば，課題を 自分のものとしてとらえ、 意欲的に取り 組むであ ろ 、つ 

く 調査結果 ノ 

事前調査 ( 課題 ) 事 杖 ィ 。 ， 調 査 

  やる気がな い 

  

  この家に住んでいるつもりで 取り組んだ (17) 

  楽しくなさそう   自分の家を作っているつもりで 取り組んだ (4) 
  コンピュータからどんな 家具が出てくるのかわくわくした (1) 

  いろいろな木具が 選べた (4) 

  自分の住みたい 家に ， 好きな家具を 好きな場所に 置いた (1) 

  住居を選び部屋や 家具を配置するのは 楽しい (2) 

  賛沢 だった ( 1 ) 

  将来，こんな 家に住んでみたい (12) 

  将来，こんな 家を作りたい (4) 

  とても楽しかった (5 け 

  またやりた い (12) 

  この授業を受けることが 出来て良かった (1) 

  もっと時間がほしい ( 銭 

  充実した授業であ った ( 1) 

（ 

  
く 考 察 ノ 

事前調査で，住居の 学習は「楽しくなさそう」「やる 気がなかった」という 結果であ ったが，事後の 調 

査 では「その住居に 住んで い ることを想定して 計画した」「夢中 @. 二 なった」「楽しかった」「住んでみたい」 

「将来そういう 住居を造りたい」という 感想が多く，課題を 自分のものとして 捕らえ意欲的に 取り組んで 

いる。 

② 作業仮説 2 

「住空間の計画」を 行 う 過程の中に，「考え」。 「判断する 場 」を設定すれば・ 生徒が主体的に 取り組む 

課題解決学習が 行われるであ ろ つ ・ 

く 調査結果 ノ 

事前調査 ( 課題 ) 事 後 調 
  

査 

  どうなるのか 屯 、 酉 己だ   いろいろ考えながら ，家具を置いた (13) 

  どんな家具を 置けば ょ ・動線を考えて・ 家具の配置をするのに 苦労した (8) 

い かわからない   間取りの条件を 考えて家具の 配置をするのは 難しかった (15) 
  難しそうだ   方角を考えて 窓を設置することを 知った ( 1 ) 

  うまくつくれるか 心配だ l . 思ったより狭くてピアノが 入らなかった (1) 
  家具の配置がわからない ・窓が多くてタンスが 置きにくかった (1) 

  うまく出来るか 上へ 配 ( 不 ・いろいろなアイデアを 出した (1) 

安 ) だ   班の仲間と話し 合いながら進めた (2) 

  どこに，どの 家具を置け ， 班の仲間の家族になりきって 話し合った ( 協力した )  (7) 

ばいい のかわからない   だんだん夢が 膨らんでいった (4) 

一 13  一 タタ 

      



  一つずつ家具を 配置していくごとに 理想の家ができていった (1) 

  家具の置き方がだんだん 分かってきた (1) 

  もっと考えて 配置すれば良かった (1) 

  家具の配置を 何度もやり直した (1) 

  住みやすい住居を 作るため頑張った (1) 

  夢を膨らませて 想像していった (2) 

  グループにあ れせるため口分の 要望を抑えた (1) 

  とても楽しかった (51) 

  時間内に仕上げることが 出来なかった (1) 

  住居の授業時間が 少ない ( 1 ) 

  またやりた い (12) 

  この授業を受けることが 出来て良かった (1) 

  もっと 日 奇問がほしい (9) 

  もっとアイデアを 出したい (1) 

  家を作るのは   思っていたより 大変な努力がいる (1 ) 

  自分の部屋も 模様替えをしたくなった (2) 

  充実した授業であ った ( 1 ) 

    9 、 っていた以上に 良かった ( 1 ) 

  授業でやったように 自分の家の司・ 両をしてみたい (5) 

  将来，家を建てるときの 参考にしたり ( 役立たせた い ) (13) 

  将来，自分で 設計からやってみたい (5) 

く 考 察 ノ 

事前調査では ，どういう風に 引画を行うのか 見当のっかな い 様子がうかがえる。 事後は「いろいろ 考 

えながら家具を 配置した」「家具の 配置を何度もやり 直した」「夢が 膨らんでいった」「とても 楽しかった」 

のように試行錯誤しながら 考え，判断し 計画を進めている。 住空間の計画の 過程で住居に 対する ィメ一 

・ ジも 膨らみ，主体的に 課題に取り組んだ 授業であ った。 

③ 作業仮説 3 

コンビュー タ を使 い 簡単な操作で「住空間の 計画」ができる よう にすれば，図面を 描く技術的な 課題が 

解決されるであ ろ       

く 調査結果 ノ 

  

事前調査 ( 課題 ) 

  難しそう 

  コンピュータの 操作は 

初めてなので 不安であ 

る。 

  どうなるのか 心配だ 

  どんな家具を 置けば ょ 

かかわからない 

  

 
 

査
 

調
 

後
 

事
 

  コンビュー タ で家具の配置は 初めてで驚いた ( 1) 

  コンピュータでパッパと 簡単にできてすごい ，おもしろい く 5) 

  いろいろな家具が 選べた (4) 

  自分達で 庫、 い 通りに配置した ( 1 ) 

  だんだん楽しくなり 夢中になった (2) 

  一つずつ家具を 配置していくごとに 理想の家ができていった (1 ) 

  コンピュータで 授業を進めるのが 良かった (1 ) 

タク 一 - 14--- 



尹 

  

      苦、 うように家具が 置けながった (1) 
  家具の置き方がだんだん 分 ； 、 ってきた (1) 

  家具の配置を 何度もやり直し 計図した (1) 

  住居を選び部屋や 家具を配置するのは 楽しい (2) 

  ずっと続けていたかった (1) 

    巳 っていた以上に 良かった (1) 

  授業でやったように 自分の家の計画をしてみたい (3) 

く 考 察 ノ 

生徒にとって 住空間の計画は 初めてであ り・平面図さえ 描けない状態であ る。 事前調査では「難しそ 

う 」「コンピュータは 初めてで戸惑いがあ る」「できるか 心配であ る」といった 不安な様子であ った。 事 

後の調査では「コンピュータで 簡単にできてすごい」「思い 通りに配置した」「ずっと 続けていたかった」 

であ り，生徒は図面を 描く技術がなくても ，コンピュータを 操作して容易に 家具を配置をしながら 性空 

間の計画を行った。 

④   作業仮説 4 

冬 はの設計した 図面がきれいに 印刷できれば ，作品を完成した 喜びを味わうことができるだろう 

く 調査結果 ノ 

ハ 

事前調査 ( 課題 ) 事 俊 % 調   査 

  どうなるのか ， コ把だ   とても楽しかった (51) 

  難しそ う   もっとやりたい (8) 

  うまくっくれるか 心 ・完成してうれしい (14) 

配だ   理想の家が出来てうれしい ㏄ 0) 

  うまく出来るか ， L 、 配   自分で作った 家なので・ どの家よりょく 見える (1) 

@  ( 小安 ) だ   可分の家が完成した よう であ る (2) 

  どんな感じになるの   こんな家に住みたい (2 目 

か 想像できない   この授業を受けることが 出来て良かった (1) 

  
    思っていた以上 - に良かった (1) 

  将来， こんな家に住んでみたい (11) 

  将来， こんな家を作りたい (4) 

  将来， 自分で設 刮 ・からやってみたい (5) 

  将来，こういう 家に住むのが 私の夢になった (1) 

く 考 察 ノ 

事前調査では 計画した作品ができるか 心配であ る様子が伺われる。 事後の調査では「完成して う れ し 

い 」「とても楽しかった」「将来こんな 家に住みたい」とコンピュータを 試行錯誤しながら 計画した住居 

がきれいな作品として。 できあ がったことに 喜びを味わっている。 「将来・設計からやってみたい」と 次 

への意欲の出ている 生徒もいる。 
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(3) 生徒の感想 
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生徒の授業の 様子や心の動きが 受け取れる感想であ る。 生徒は最初に 戸惑いながらも 班の仲間と話し 合い ， 

考え，試行錯誤して 家具を配置 ( 判断 ) しているうちにだんだん 意欲がでて・ 完成したときは「将来，こん 

な家をつくりたい」と 積極的になっている。 
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W  研究の成果と 今後の課題 

]  研究の成果 

Ⅲ生徒の興味のあ る住居や家具を 教材に取り入 

れ 工夫したことにより ，生徒が課題を 自分のも 

のとしてどらえ 意欲的に取り 組んだ。 

(2) 住空間の計画にコンビ ユ 一夕を取り入れ ，教 

材を工夫することに ょ， ). 生徒の技術的な 課題 

が解決された。 

(3)  「住空間の計画 ] の過程で・考え ，判断する 

場を設定したことによ。 ), 主体的に課題を 解決 
する学習ができた。 

(4) 生徒の計画した 作品をプリンタ 一できれいに 

印刷することで ，完成した喜びを 味わい，成就 

感を得ることができた。 

㈲ 各班 の 作 R" を 発表し，相互評価することで 住 

居学習が深まり 任意識の向 L が図られた。 

(6) 班をひと家族と 設定して計画したことが ，家 

族のあ り方やふれ合 いの 大切さを学ばせること 

となり，住居の 学習目標以覚の 効果を産みだし 

六 ・   

おわりに 

6 ケ 月の研究期間は ， ①教材教具を 作るために時 

間の制約も考えずにとことんまで 取り組めた ② 調 

べたり，質問できる 場が豊富に用意されているので・ 

自らの課題に 答えが得られた ③広 い 視野に立った 

教育の話が一杯聞けた ①研究所の先生方が 懇切 丁 

寧 に応対していただ い たお陰で，研究所内でのすば 

らしい人間関係を 築くことができた など，た い へ 

ん実り多 い ものであ った 

苦手な論文に 苦しみながらも 思う存分担・ ち 込める 

充実した毎日を 送り，自分が 日に日に変わっていく 

のを感じた。 学生時代以来の 学ぶことの楽しさ。 わ 

かったときの 喜びが蘇ってきた。 この貴重な体験は 

私の教育や生き 方に対しても 何らかの示唆をキ ー えて 

くれることだろう。 これを私の宝として 大事にしつ 

つ ．今後の教育実践に 生かしていきたい。 

最後に・暖かく 御 指導いただいた 研究所の田中所 

長をはじめ，指導主事の 先生方や所員の 皆様，そし 

てこの機会を 与えていただいた 高宮城校長先生をは 

じめ，快く送り 出していただいた 仲西中学校の 先生 

方並びに浦添市教育委員会の 指導主事及び 関係者の 

ケ 

2  今後の課題 皆様に厚く 御ネし 申し上・げます。 

Ⅲ教師がコンピュータの 扱い @. こ 不慣れで授業の 

進行に支障をきしたこともあ り，コンビュー タ 

の 扱いに熟知する 必要があ る。 
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